
 

 ㈱水産社では、このほど食品小六法平成16年版を発行しました。 

 本書は、農産物・畜産物・水産物のほか、養鶏・薬事・調理・飼料・ＢＳＥ法・ＰＬ

法・ダイオキシンなど食品に関わる諸法令を網羅しています。また、業種所轄官庁ごと

に編纂された法令集を、各省庁の法令を横断的かつ体系的に収録しています。 

 食品の行政担当者、生産者、流通業者等の関係者を含め、食品に関心をもつ方々の必

携の書となっています。 

各種アトラクションや、各種パネル展示、地場産品の試食・販売、など盛り沢山の内容

となっています。 

さらに、焼津市が来月15日就航予定の独立行政法人航海訓練所三代目「銀河丸」(総ト

ン数6,100トン、全長116.4㍍)を誘致し同船が7月16～20日まで寄港し、大会当日は船内

の一般公開なども予定され同フェスタに華を添えます。 

また、開催当日は厳しい暑さが予想され、暑さ対策などを講じるほか会場と深層水ミ

ュージアムの動

同フェスタに

のなぞにせまる

するほか、9月
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６．諸会議・日程 (6月1日(火)～6月14日(月))          －既報分省略－ 

6月 8日(火) 県漁船保険組合＝通常総代会 (県水産会館) 

   〃   県ふぐ組合連合会＝通常総会 (  〃  ) 

6月11日(金) 県養鰻協会＝通常総会 (ブケ東海静岡) 

   〃     県かん水養魚協会＝通常総会 (内浦漁協) 

6月12日(土) 県おさかな普及協議会＝お魚料理教室 (あざれあ) 

線を確保するなどの計画もしています。 

先立ち、関連事業として6月19日(土)に「海の探検隊」を‟駿河湾深層水

”をテーマに深層水ミュージアムにおいて、小学5～6年生を対象に開催

から11月にかけて焼津市内の小学校で「海の寺子屋」も開催します。 

振興協会・県漁港協会と統合 県漁港漁場協会として新たな出発 

興協会では去る5月20日第26回通常総会を開催し、県漁港協会との統合、

成16年度事業報告について審議し、すべて原案どおり承認されました。
静岡県漁業協同組合連合会 
№1094 静岡市追手町 9-18 
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 これにより、本協会は昭和54年の設立以来20有余年に亘り本県沿岸漁業の振興発展の

ため貢献してきましたが、中央における団体の統合、再編整備に合わせ県漁港協会と統

合し県漁港漁場協会として新たな出発をすることになりました。 

 また、引続き漁港協会の通常総会が開催され、新たな制度（漁港漁場整備長期化計画）

に基づく諸施策等に対応し得る地域の特性を生かした、新たな漁港漁場漁村作りを推進

するため、規約の一部改正を行い一層の組織強化を図るとともに、関係機関・関係団体

等との交流を深め各種事業を積極的に推進することにしています。 

４．第37回水産加工技術セミナー開催のお知らせ 

 水産物は、その用途や食味、季節性において極めてバラエティに富んでおり、地域ご

とに優れた特色を有しています。また、水産加工品についても、各地域において漁獲さ

れた水産物を活用して地域色豊かな製品づくりが行われています。 

しかしながら、新たな海洋秩序の導入・定着、輸入水産物の増大、製造物責任法(ＰＬ

法)の施工、ＨＡＣＣＰ(危害分析重要管理点)手法の導入など、食品素材の供給や安全性、

消費に係わる環境の変化、産地間競争の激化などにより、本県の水産業は、厳しい状況

に置かれています。 

このため県水産試験場では、新技術の開発・導入による新製品の開発、消費者志向に

基づく品質の高度化・安全性の確保あるいは廃棄物の有効利用などを推進するため、次

のとおり第37回水産加工技術セミナーを開催(参加費無料)します。 

▽講演テーマ・講演者 ①「水産物利用の知恵」＝京都大学大学院農学研究科 豊原治

彦助教授 ②「流通企業に求めれれている食の安全性について」＝ニラックス㈱仕入れ

開発グループ 見崎福司氏 ▽開催日時：平成16年6月21日(月)13時30分 ▽開催場所：

県水産試験場３Ｆ大会議室 ▽申込方法：6月18日(金)までにＦＡＸまたは郵送で、県水

産試験場加工研究室宛 〒425-0033焼津市小川汐入3690 TEL054-627-1815 FAX054-629

-7350又は627-3084 

５．新刊図書紹介 「食品小六法平成16年版」 

１．平成16年度天草共販協議会を開催 第1回入札会を6月23日に決定 

 去る5月18日本会賀茂出張所において、平成16年度天草共販協議会を開催し、本年度の

共販実施計画などについて協議しました。 

 また、県水試伊豆分場から、本年3月下旬から5月上旬にかけて主生産地の伊豆半島沿

岸8地区30地点で、潜水調査を実施した生育状況調査(各漁場内のほぼ平均と思われる所

で1㎡の枠取りを行い、重量および藻長を測定)の結果が報告されました。それによると、

土肥町の小下田、八木沢、下田市の外浦などは「前年並みまたは増加」、西伊豆町の田子、

下田市の白浜などは、「前年並みまたは減少」と、調査結果が報告されました。また、前

年に生産量が落ち込んだ小下田、八木沢で増産が期待できる一方、県全体の生産量の約

50％を占める仁科浜は大幅減産となった前年並みにとどまる見通しです。 

 なお、本会の平成16年度天草共販事業入札会は6月23日(水)をかわきりに10月13日(水)

まで7回の入札会を予定しました。 

２．海の子フェスタ2004実行委員・幹事合同会議開催 

 本会では、去る5月24日海の子フェスタ2004の実行委員・幹事合同会議を開催し、本年

度の開催計画などについて審議し、原案どおり承認されました。 

 会議は西川実行委員長の挨拶のあと、委員長が規約に基づき、副会長に県農業水産部

北村部長、焼津市戸本市長を、幹事長に本会河尻指導部長を指名し、引き続き本年度の

開催計画について説明し、原案どおり承認されました。 

 今回のフェスタは、来る7月19日(月)海の日に新焼津漁港で開催し、式典行事、放流行

事を行うほか、深層水ミュージアムを利用した体験学習、漁船体験乗船、マグロの重量

当てクイズ、カツオ釣り体験、スタンプラリー、マグロ解体ショー、みなと群舞などの


